
氷川町議会だより

清流ひかわ No.49
12月定例会

令和5年

希望ある社会へ
氷川町二十歳の集い
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議会議員の報酬・町長一般職員等の給与、期末手当の支給率を改定

令和5年

12月議会 令和5年度　氷川町一般会計補正予算（第6.7.8号） 9億 4940万円 決まる

　条例の一部改正　（主な条例）

〇氷川町一般職の職員の給与に関する条例
　　氷川町一般職の職員について国家公務員に準拠
した取扱いとするために、条例の関係規定を整備。

〇氷川町報酬及び費用弁償に関する条例
　　氷川町一般職の職員の給与に関する条例の改正
に伴う、議会議員の期末手当の支給率等を改定。

〇氷川町長等の給与及び旅費に関する条例
　　氷川町一般職の職員の給与に関する条例の改正
に伴う、町長等の期末手当の支給率等を改定。

〇氷川町手数料条例
　　町指定「ごみ袋」の販売価格等を改定。
　　（１枚の価格を10円引上げ）

〇氷川町国民健康保険税条例
　　全世代対応型の持続可能な社会保障制度を構築
するための健康保険法等の一部を改正する法律の
施行に伴い改正。

〇氷川町下水道事業受益者分担に関する条例
　　下水道事業受益者分担金に係る合併後の経過措
置を改正するため、条例の関係規定を整備。

　専決処分の報告　
○令和5年度氷川町一般会計補正予算（第6号）
　　歳入歳出それぞれ7億1130万円を追加し、予
算の総額を歳入歳出それぞれ90億4653万円。

主な歳出予算

●総務費
　ふるさと納税事業支援業務委託料 3億1000万円
　ふるさと氷川応援基金積立金 4億円

　補正予算　
〇令和5年度氷川町一般会計補正予算（第7号）
　　歳入歳出それぞれ1億3800万円を追加し、予
算の総額を歳入歳出それぞれ91億8453万円。

債務負担行為

●広報ひかわ印刷製本（令和6年度まで） 377万円
●一般廃棄物（可燃物・資源物）収集運搬及び
　ストックヤード運営委託業務（令和8年度まで）
 2億2831万円

主な歳出予算

●総務費
　住民基本台帳システム改修委託料 587万円
　戸籍附票システム改修委託料 435万円

　令和5年第7回氷川町議会定例会が、12月7日から15日までの9日間の日程で開催されました。
議案は、専決処分の報告及び承認について（一般会計補正予算）1件、条例の一部を改正する
条例について12件・特別会計補正予算について3件、・事業会計補正予算について1件・指定
管理者の指定について4件・人権擁護委員候補者の推薦について1件を審議し、すべての案件
を賛成多数で承認、可決、同意しました。
　一般質問は、3名の議員が行いました（8ページから10ページに掲載）。議会閉会後、全員
協議会が開催され、執行部から「氷川町空家等対策計画」について説明を受けました。　

ふるさと氷川応援基金積立・物価高騰対応重点支援給付金

●民生費
　補装具費支給事業 68万円
　自立支援医療更生医療費給付事業 680万円
　障害福祉サービス費等 3600万円
　障害児通所給付費等 729万円
　こども医療費 712万円
　保育施設給付費補助金 1575万円
●衛生費
　後期高齢者広域連合市町村負担金 1165万円
　指定ごみ袋購入費 534万円
●農業振興費
　いぐさ・畳表生産体制強化支援対策事業補助金
 41万円
●土木費
　町道今田中2号線道路舗装工事 350万円
　町道中網道東網道2号線板橋外2橋橋梁改修設計
業務委託料 1333万円
●教育費
　電気料・修繕費 395万円
　教科書改訂関連教師用教科書・指導書等
 1494万円
　小・中学校備品購入費（空気清浄機・サーキュ
レーター） 68万円

　文化財保存補助金 10万円

〇令和5年度氷川町一般会計補正予算（第8号）
　　歳入歳出それぞれ1億10万円を追加し、予算の
総額を歳入歳出それぞれ92億8463万円。

主な歳出予算

●民生費
　物価高騰対応重点支援給付関連費 1億10万円

　12月議会で、決まった条例改正や一般
会計などの補正予算の一部を紹介します。

P 2 議長挨拶・令和５年12月議会
　　　ふるさと氷川応援基金積立・物価高騰対応重点支援給付金
P 4 常任委員会審査報告
P 7 そこが聞きたい…一般質問
P13 「ペルー訪問記」
P14 ひと…「もっと地域のために」
　　　いちもり歯科クリニック　一森康男さん

「ごあいさつ」

議長　米村　洋

　令和６年を迎え、氷川町議会議員一同、
気持ちを新たに、氷川町の将来のため全
力で取り組みますので、どうぞよろしく
お願い致します。
　年明け早々に、能登半島地震が発生し
ました。お亡くなりになられた方のご冥
福をお祈りしますとともに、ご遺族の皆
様、被災された皆様に心からお見舞い申
し上げます。被災地に置かれましては、
一日も早い復旧・復興をお祈り致します。
　さて、議会議員は、住民全体の代表者
であり奉仕者であることを肝に銘じ、地
域社会における課題や変革を的確にとら
え、対応実現に努力していくことが責務
であると思います。また、議員間の意思
の疎通を図り、議会運営を円滑に行って
いく必要があります。
　今年も藤本行政との信頼関係を保ちな
がら、町民の皆様の声に素直に耳を傾け、
町政に反映させる重要な責務を果たし、
明るく元気な子供の声が聞こえ、住みた
くなるまちづくりに努めてまいりますの
で、皆様のご理解とご協力を賜りますよ
うお願い申し上げます。
　結びに、皆様のこの一年が、昇り龍の
ごとく、成功と発展をご祈念申し上げご
挨拶と致します。
 令和６年２月１日　

次
の
ペ
ー
ジ
は　

常
任
委
員
会
審
査
報
告
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次
の
ペ
ー
ジ
は　

指
定
管
理
者
の
選
定

　

委
員
会
審
査
で
の
主
な
質
疑
を
紹
介
し

ま
す
。

〇
氷
川
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

可
燃
ご
み
収
集
費
用
に
占
め
る
ご
み

袋
料
金

飯
田
委
員　

新
ご
み
袋
料
金
は
大
・
中
・

小
と
も
10
円
値
上
げ
に
な
っ
て
い
る
が
八

代
市
と
の
比
較
と
、
可
燃
ご
み
の
収
集
費

用
に
対
し
、
ご
み
袋
料
金
が
占
め
る
割
合

は
ど
れ
位
か
。

　

可
燃
ご
み
収
集
費
用
の
10
％
を
補
填

町
民
課
長　

八
代
市
は
大
50
円
（
40

円
）・
中
35
円
（
30
円
）・
小
20
円
（
25

円
）
で
す
が
小
は
氷
川
町
よ
り
5
リ
ッ
ト

ル
小
さ
く
な
り
ま
す
。
新
ご
み
袋
料
金
は

可
燃
ご
み
収
集
費
用
の
約
10
％
を
補
填
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（　

）
内
は
、
氷
川
町
ご
み
袋
新
料
金

〇
令
和
5
年
度
氷
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）

　

補
助
金
の
内
容
と
予
定
数
は

松
田
委
員　

い
ぐ
さ
・
畳
表
生
産
体
制

強
化
支
援
対
策
事
業
補
助
金
の
内
容
と
予

定
件
数
は
。

農
業
振
興
課
長　

畳
表
織
機
の
機
能
強

化
・
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
・
高
品
質
の
畳
表

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
、
県

か
ら
2
分
の
1
の
補
助
が
あ
り
、
１
団
体

か
ら
要
望
が
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

橋
梁
の
調
査
対
象
は

米
村
議
長　

町
道
中
網
道
東
網
道
2
号

線
板
橋
外
2
橋
橋
梁
改
修
設
計
業
務
委
託

料
の
内
容
と
総
工
事
費
は
い
く
ら
か
。

建
設
下
水
道
課
長　

八
間
川
に
架
か
る
橋

梁
3
本
分
で
長
寿
命
化
の
た
め
架
け
替
え

と
な
ら
な
い
よ
う
に
早
め
に
予
防
保
全
の

た
め
実
施
す
る
も
の
で
、
工
事
費
は
こ
れ

か
ら
算
出
と
な
り
ま
す
。

〇
債
務
負
担
行
為
補
正

米
村
議
長　

債
務
負
担
行
為
補
正
の
内

容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
民
課
長　

令
和
8
年
度
ま
で
の
債
務

負
担
行
為
補
正
の
2
億
2
8
3
1
万
円
は
、

可
燃
ご
み
の
収
集
運
搬
業
務
・
資
源
ご
み

の
収
集
運
搬
業
務
・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
運
営
業
務
を
、
4

月
以
降
直
営
で
行
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
そ
の
分
の
業
務
委
託
に
か
か
る

経
費
と
な
り
ま
す
。

米
村
議
長　

収
集
業
務
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

町
民
課
長　

可
燃
ご
み
収
集
運
搬
に
つ

き
ま
し
て
は
、
地
域
の
ご
み
の
量
の
実
績

に
基
づ
き
、
町
内
を
３
つ
の
エ
リ
ア
に
分

け
ま
す
。
資
源
ご
み
の
収
集
運
搬
は
全
地

区
を
１
つ
の
エ
リ
ア
と
し
、
資
源
物
や
不

燃
物
の
処
理
を
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
行
う

予
定
で
す
。

米
村
議
長　

業
者
の
選
定
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

町
民
課
長　

エ
リ
ア
を
見
直
し
た
た
め
、

収
集
作
業
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
な
こ
と

を
考
慮
し
て
、
町
内
の
事
業
者
を
特
命
随

意
契
約
で
3
年
間
の
委
託
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

米
村
議
長　

業
者
選
定
は
、軌
道
に
乗
っ

た
ら
公
募
を
検
討
し
て
欲
し
い
。
ま
た
作

業
員
が
町
民
に
わ
か
る
よ
う
に
被
服
着
用

を
要
望
し
て
お
き
た
い
。

町
民
課
長　

被
服
の
着
用
は
、
今
後
指

導
を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

委
員
会
審
査
で
の
主
な
質
疑
を
紹
介
し

ま
す
。

〇
氷
川
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例

　

在
宅
勤
務
は
命
じ
る
の
か
。
在
宅
手

当
の
基
準
は

清
田
委
員　

1
ケ
月
当
た
り
平
均
10
日

を
超
え
て
命
じ
ら
れ
た
職
員
に
は
在
宅
勤

務
手
当
を
支
給
す
る
が
、
在
宅
勤
務
は
命

ぜ
ら
れ
て
す
る
の
か
。

総
務
課
長　

在
宅
勤
務
手
当
は
、
本
人

の
申
し
出
に
よ
り
命
令
の
形
で
支
給
さ
れ

ま
す
。
通
常
の
勤
務
の
中
で
本
来
職
場
に

て
の
勤
務
の
と
こ
ろ
を
、
在
宅
勤
務
で
す

の
で
そ
の
中
の
10
日
間
に
な
り
ま
す
。

清
田
委
員　

在
宅
勤
務
の
手
当
は
、
月

額
3
0
0
0
円
と
あ
る
が
、
こ
れ
を
受
け

取
れ
ば
そ
の
間
の
通
勤
手
当
は
支
給
さ
れ

な
い
の
か
。

総
務
課
長　

在
宅
勤
務
に
よ
り
当
然
通

勤
手
当
は
、
該
当
分
は
減
額
に
な
り
ま
す
。

〇
氷
川
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例

　

な
ぜ
今
の
時
期
か

吉
川
委
員　

報
酬
額
を
元
に
戻
す
の
は
、

な
ぜ
今
の
時
期
な
の
か
。

総
務
課
長　

平
成
18
年
に
国
が
様
々
な

経
済
状
況
を
踏
ま
え
、
一
般
職
員
及
び
特

別
職
の
給
与
引
き
下
げ
を
行
っ
た
。
県
内

各
市
町
村
及
び
類
似
団
体
の
人
口
規
模
、

報
酬
な
ど
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
間
、
氷
川
町
は
一
切
給
与
、
報
酬
等

の
引
き
上
げ
を
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
回
、
特
別
職
等
審
議
会
に
諮
問
し
、
答

申
を
受
け
て
議
会
の
承
認
を
求
め
ま
す
。

〇
氷
川
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
7

号
）

吉
川
委
員　

口
座
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託

料
の
説
明
を
。

会
計
管
理
者　

現
在
、
地
方
税
、
下
水

道
使
用
料
等
の
金
融
機
関
と
の
口
座
振
替

は
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
等
を
使
っ
て
各

金
融
機
関
と
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
出
納
室
に
て
全
デ
ー
タ
を
取
り
ま
と
め
、

一
括
で
伝
送
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
務
の

効
率
化
を
図
る
目
的
で
、
現
在
の
シ
ス
テ

ム
を
改
修
す
る
も
の
で
す
。

　

電
気
料
等
の
追
加
補
正
理
由
は

清
田
委
員　

学
校
管
理
費
の
電
気
料
等

の
追
加
補
正
3
9
5
万
円
の
計
上
は
何
か
。

学
校
教
育
課
長　

主
に
小
学
校
3
校
分

の
電
気
料
で
、
大
規
模
割
引
制
度
が
終
了

と
な
り
そ
の
不
足
分
で
す
。

　

感
染
症
対
策
の
内
容
は

三
浦
委
員　

中
学
校
費
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
備
品
購
入
費
28
万

円
計
上
し
て
あ
る
が
、
ど
の
様
な
内
容
か
。

学
校
教
育
課
長　

学
校
保
健
特
別
対
策

事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
て
、
サ
ー
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
購
入
す
る
も
の
で
す
。

　

何
処
の
文
化
財
保
存
か

吉
川
委
員　

文
化
財
の
保
存
補
助
金
が

9
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
こ
の
文

化
財
か
。

生
涯
学
習
課
長　

町
指
定
文
化
財
の
法

道
寺
薬
師
堂
の
楠
の
剪
定
で
す
。
地
区
要

望
が
あ
り
、
氷
川
町
文
化
財
保
存
補
助
金

交
付
要
綱
に
基
づ
き
、
4
分
の
1
を
補
助

す
る
も
の
で
す
。

吉
川
委
員　

氷
川
町
公
民
館
、
竜
北
歴

史
資
料
館
、
学
校
給
食
施
設
等
の
電
気
料

1
5
2
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う

し
て
か
。

生
涯
学
習
課
長　

電
気
料
金
の
大
規
模

割
引
制
度
が
昨
年
度
末
で
終
了
し
た
事
に

よ
る
も
の
で
す
。

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会

審
査
報
告 

委
員
長
　
上
田
俊
孝
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

審
査
報
告 

委
員
長

　
長
尾
憲
二
郎

　

竜北歴史資料館

氷川町指定可燃ごみ袋

クリーンセンター
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次
の
ペ
ー
ジ
は　

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告

　

立
神
峡
里
地
公
園

　

主
な
質
疑

吉
川
議
員　

応
募
し
た
各
団
体
の
総
点
数
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
指
定
管
理
者
が
条
例

に
な
い
利
用
料
金
を
徴
収
し
て
い
た
。
返
金

す
る
よ
う
に
指
導
す
べ
き
と
質
問
し
た
が
ど

う
し
た
か
。

副
町
長　

点
数
等
に
つ
い
て
は
守
秘
義
務
の

関
係
で
お
答
え
出
来
ま
せ
ん
。
使
用
料
の
返

金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
及
び

使
用
料
の
一
部
返
金
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

吉
川
議
員　

返
金
の
確
認
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
た
か
。

副
町
長　

返
金
は
、
管
理
者
か
ら
現
金
で
返

金
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

吉
川
議
員　

現
金
で
な
く
口
座
振
り
込
み
で

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
団
体
は
町
の
指
導
を

率
直
に
受
け
入
れ
な
い
し
、
町
も
指
導
が
出

来
な
い
の
で
は
な
い
か
。

西
尾
議
員　

３
年
前
は
担
当
課
長
が
点
数
を

公
表
し
て
い
る
。
公
園
管
理
は
相
変
わ
ら
ず

で
遊
歩
道
の
草
払
い
、
ト
イ
レ
清
掃
は
行
わ

れ
て
い
な
い
と
い
う
声
を
多
く
聞
く
。
３
年

前
「
施
設
の
清
掃
管
理
を
適
切
に
す
る
よ
う

に
指
導
し
て
い
き
た
い
」
と
担
当
課
長
は
答

弁
し
て
い
る
が
、
指
導
監
督
は
行
わ
れ
て
き

た
の
か
。

地
域
振
興
課
長　

指
導
監
督
に
つ
い
て
は
、

施
設
管
理
者
に
少
し
お
任
せ
と
い
う
点
が
あ

り
ま
し
た
。
町
に
直
接
苦
情
が
あ
っ
た
都
度
、

指
定
管
理
者
に
伝
え
、
管
理
者
に
対
応
す
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
が
、
直
ぐ
に
対
応

し
て
頂
け
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

西
尾
議
員　

指
導
管
理
の
徹
底
が
担
当
課
で

は
出
来
な
い
何
か
が
あ
る
の
か
。
以
前
「
わ

び
状
」
問
題
も
あ
っ
た
。
こ
の
管
理
者
が
最

高
得
点
と
い
う
結
果
が
理
解
出
来
な
い
。

町
長　

し
っ
か
り
と
指
導
を
や
っ
て
き
て
い

ま
す
。
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま

す
の
で
理
解
を
頂
き
た
い
。
立
神
峡
は
氷
川

町
の
財
産
、
地
域
の
宝
と
思
っ
て
い
ま
す
。

喜
ん
で
お
ら
れ
る
方
の
声
も
聞
き
ま
す
。

立神峡公園　吊り橋

反
対
討
論

　

こ
の
団
体
に
管
理
は
任
せ
ら
れ
な
い

 

吉
川
義
雄
議
員

　

町
の
条
例
を
は
じ
め
規
則
を
尊
重
し
守
る

こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と
。
こ
れ
が
出
来
て

い
な
い
団
体
に
再
度
、
管
理
運
営
を
任
せ
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
総
務
省
の
指
定
管
理

者
制
度
の
運
用
上
の
留
意
点
に
「
公
の
施
設

を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
よ
う
と
す
る
場
合

は
住
民
等
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
ま
た
、
選
定
過
程
に
つ
い
て
は
、「
公

正
か
つ
透
明
性
が
確
保
さ
れ
る
手
段
を
と
る

こ
と
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
で
、
町

の
決
定
は
誤
り
で
あ
り
反
対
し
ま
す
。

賛
成
討
論

　

選
定
委
員
会
で
適
正
適
切
に
選
定
さ
れ
た

 

上
田
健
一
議
員

　

氷
川
町
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定
手
続
き
等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、

町
の
選
定
委
員
会
で
適
正
適
切
に
か
つ
厳
正

な
審
査
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま

す
。
何
の
問
題
も
な
い
と
思
い
ま
す
。

賛
成
討
論

　

選
定
委
員
会
の
決
定
を
尊
重
す
る

 

木
下　

厚
議
員

　

指
定
管
理
候
補
者
選
定
委
員
会
の
決
定
を

尊
重
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
生
か
し
て
、
観
光
面
に
お
い
て
期
待
が

持
た
れ
て
い
ま
す
。
運
営
面
で
課
題
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
今
後
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

担
当
課
と
の
連
携
や
相
談
を
密
に
し
て
、
適

切
な
管
理
運
営
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。賛

成
討
論

　

問
題
が
起
き
な
い
よ
う
連
携
を
図
る

 

飯
田
健
二
議
員

　

こ
れ
ま
で
指
定
管
理
者
に
課
題
や
問
題
が

起
き
た
と
き
に
即
決
で
行
政
が
指
導
し
て
こ

な
か
っ
た
こ
と
は
問
題
で
す
。
今
後
は
、
こ

の
よ
う
な
問
題
が
起
き
な
い
よ
う
に
指
定
管

理
者
と
連
携
を
図
っ
て
頂
き
、
公
平
で
公
正

な
判
断
だ
っ
た
と
言
え
る
環
境
を
づ
く
り
を

行
っ
て
下
さ
い
。

反
対
と
賛
成
両
方
か
ら
討
論

指
定
管
理
者
の
選
定

次
の
次
の
次
の
ペペペ
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　掲載している記事は、質問議員が自
ら要約した原稿をもとに議会広報調査
特別委員会が編集したものです。
　一般質問などの議事録は、議会ホー

ムページでもご
覧いただけます。
また、議会事務
局に会議録があ
りますのでご覧
いただけます。

　各議員が住民の代表として、町の行
財政全般にわたり、事務の執行状況や
将来に対する方針を聞き、町当局の考
え方や疑問をただすことです。
　単に疑問をはらし、事実関係を明ら
かにするだけでなく、現行政策の見直
しや新規政策を提言する議員の重要な
活動です。
　質問時間は、質問と答弁を合わせて
1人60分以内としています。

そこが 　 きたい聞 一般質問

質問議員の質問項目
一般質問とは… 西尾正剛議員

①　町施設の指定管理について
・農産加工センター、宮原福祉センター、ふれあいセン
ターは直営となるのか。

・氷川町公民館、宮原体育館を指定管理にするメリッ
トは。

・公施設の指定管理者に対し、どう指導をするのか。

飯田健二議員
①　立神峡里地公園の指定管理者の指定について
・選考委員のメンバー構成。何社プロポーザルにきた
のか。

　選考基準は何か。選考委員の評価に対する感想を。
②　空き家対策について
・空家等対策計画策定の進捗状況を。
③ 　警察署跡地の地域優良住宅整備事業について
・現在の進捗状況を。

吉川義雄議員
① 　敬老会について
・会場への交通手段の対策強化を。記念品を全対象者
へ届ける対策を。2会場（宮原・竜北）開催を。

② 　有害鳥獣対策について
・駆除等への支援強化と住民の安全対策を。
③ 　ごみ処理・減量化について
・「ごみは財源に」「資源ごみのマイナス入札化」の取
り組みを。

次
の
ペ
ー
ジ
は　

一
般
質
問
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一般質問

議
員　

町
有
施
設
の
指
定
管
理

の
今
後
に
つ
い
て
教
え
て
頂
き
た

い
。

農
業
振
興
課
長　

農
産
加
工
研

修
セ
ン
タ
ー
は
、
施
設
利
用
者
が

か
な
り
少
な
い
状
況
な
の
で
、
費

用
対
効
果
を
考
慮
し
町
の
直
営
で

運
営
し
ま
す
。

福
祉
課
長　

宮
原
福
祉
セ
ン
タ

ー
と
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
令
和

６
年
４
月
１
日
よ
り
氷
川
町
地
域

包
括
セ
ン
タ
ー
が
竜
北
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
事
務
所
を
移
転
す
る
こ
と

に
伴
い
、
妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
、

子
ど
も
に
対
し
一
体
的
相
談
支
援

を
行
う
機
関
と
し
て
、
子
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
施

設
の
管
理
運
営
は
氷
川
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
業
務
委
託

の
予
定
で
す
。

地
域
振
興
課
長　

ま
ち
つ
く
り

酒
屋
と
情
報
銀
行
は
、
宮
原
ま
ち

づ
く
り
株
式
会
社
に
指
定
管
理
委

託
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和

６
年
度
を
め
ど
に
民
営
化
の
運
営

方
針
で
す
。
遅
く
と
も
７
年
度
ま

で
に
施
設
活
用
の
事
業
者
を
募
集

し
、
民
間
に
よ
る
管
理
委
託
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

議
員　

氷
川
町
公
民
館
と
宮
原

体
育
館
が
、
新
た
に
指
定
管
理
と

な
る
が
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

生
涯
学
習
課
長　

住
民
ニ
ー
ズ

に
効
果
的
、
効
率
的
に
対
応
す
る

た
め
、
民
間
の
能
力
を
活
用
し
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
経
費
削
減
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
使
い
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
施
設
の
有
効
活
用
の
企
画
や
適

正
な
施
設
管
理
を
行
う
こ
と
で
、

新
た
な
利
用
者
の
掘
り
起
こ
し
を

行
い
利
用
増
加
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
単

年
度
会
計
の
原
則
に
縛
ら
れ
ず
複

数
年
に
ま
た
が
っ
た
事
業
展
開
が

可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
 

立
神
峡
里
地
公
園
の
管
理
運
営

は
ど
う
指
導
し
て
い
く
の
か

議
員　

立
神
峡
の
指
定
管
理
業

者
に
対
し
、
町
は
ど
う
指
導
し
て

い
く
の
か
。

地
域
振
興
課
長　

指
定
管
理
者

と
氷
川
町
立
神
峡
公
園
の
管
理
運

営
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
す
。

町
は
協
定
に
基
づ
き
必
要
な
場
合
、

現
地
調
査
、
指
示
、
指
導
を
行
い

ま
す
。
ま
た
定
期
的
な
情
報
交
換

を
行
い
適
正
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

議
員　

立
神
峡
里
地
管
理
公
園

で
ネ
ッ
ト
検
索
す
る
と
施
設
管
理
、

清
掃
、
接
遇
、
サ
ー
ビ
ス
面
で
多

く
の
悪
い
投
稿
が
あ
る
。
町
は
指

導
監
督
す
る
立
場
、
ク
レ
ー
ム
に

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
。

地
域
振
興
課
長　

町
に
も
直
接

相
談
の
電
話
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

都
度
、
指
定
管
理
者
に
指
導
、
指

示
を
し
て
い
ま
す
。

議
員　

指
定
管
理
者
の
管
理
外

の
施
設
利
用
料
金
の
徴
収
や
町
と

の
協
定
が
結
ば
れ
て
い
な
い
光
熱

費
の
徴
収
等
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
条
例
に
違
反
し
て
徴
収
さ
れ

た
料
金
は
利
用
者
に
返
還
さ
れ
る

の
か
、
町
に
返
還
さ
れ
る
の
か
。

副
町
長　

指
定
管
理
者
の
自
主

事
業
は
、
施
設
の
目
的
内
利
用
か
、

目
的
外
利
用
か
で
関
わ
っ
て
き
ま

す
。
目
的
内
利
用
の
場
合
は
利
用

料
金
制
度
が
あ
り
、
一
括
で
指
定

管
理
者
に
は
い
り
ま
す
。
目
的
外

利
用
の
場
合
は
、
許
可
申
請
書
を

町
に
提
出
し
て
も
ら
い
、
町
の
許

可
が
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
は
指
定
管

理
者
に
全
て
帰
属
し
ま
す
。

議
員　

余
剰
金
に
つ
い
て
の
規

定
は
あ
る
か
。

地
域
振
興
課
長　

協
定
書
の
中

に
は
、
余
剰
金
に
つ
い
て
の
規
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

副
町
長　

利
益
が
出
た
場
合
の

分
配
に
つ
い
て
の
取
決
め
が
な

か
っ
た
の
は
町
の
配
慮
が
足
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
回
結
ぶ
協
定
書

に
は
全
て
織
り
込
む
予
定
で
す
。

議
員　

本
件
は
、
年
間
１
０
０

０
万
円
以
上
の
管
理
料
が
町
か
ら

支
払
わ
れ
て
い
る
財
政
援
助
団
体

で
あ
る
。
指
定
管
理
に
係
る
出
納

そ
の
他
の
事
務
執
行
が
適
切
か
つ

効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
監

査
を
し
っ
か
り
や
っ
て
ほ
し
い
。

町
長　

立
神
峡
は
町
の
唯
一
の

財
産
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
ま
た

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
管
理
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
指
定
管
理
に
つ

い
て
は
、
利
用
料
金
制
で
指
定
管

理
者
の
裁
量
の
部
分
も
大
い
に
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
部
分
の
明
確
さ

が
少
し
不
足
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
外
部
監

査
が
弱
か
っ
た
の
で
、
今
後
は
そ

の
シ
ス
テ
ム
作
り
に
力
を
入
れ
、

町
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西尾 正剛 議員

Ｑ：指定管理者の町有施設管理運営は適切に
行われているのか　　

Ａ：協定に基づき適正な指導を行い適正な管
理に努める

議
員　

選
考
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
構
成
は
。

副
町
長　

氷
川
町
指
定
管
理
者

選
定
委
員
会
設
置
要
項
に
基
づ
き
、

委
員
長
を
副
町
長
、
総
務
、
企
画

財
政
、
地
域
振
興
、
福
祉
、
農
業

振
興
、
生
涯
学
習
課
長
の
合
計
７

名
で
す
。

議
員　

公
平
な
審
査
を
す
る
た

め
に
外
部
委
員
を
入
れ
る
方
が
効

果
的
で
は
な
い
か
。

副
町
長　

指
定
管
理
制
度
に
熟

知
し
た
人
材
で
な
い
限
り
審
査
が

で
き
な
い
で
す
。
ま
た
厳
し
い
守

秘
義
務
や
今
回
の
様
な
問
題
が
起

き
た
場
合
に
責
任
が
取
れ
る
役
場

職
員
で
構
成
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　

入
札
に
は
、
地
元
業
者

の
３
社
だ
け
で
少
な
い
。
入
札
を

広
域
に
広
げ
る
こ
と
で
観
光
知
識

や
公
園
の
整
備
事
業
に
特
化
し
た

事
業
者
も
い
る
で
は
な
い
か
。

副
町
長　

入
札
を
広
げ
る
事
で
、

県
内
に
も
数
社
指
定
管
理
業
務
に

慣
れ
た
業
者
が
あ
り
ま
す
が
、
ま

ず
は
地
場
産
業
の
育
成
と
雇
用
を

重
視
し
、
氷
川
町
、
立
神
峡
に
郷

土
愛
が
あ
る
団
体
、
人
に
お
願
い

し
た
い
と
い
う
想
い
で
す
。　
　

議
員　

現
在
の
指
定
管
理
者
に

ど
の
様
な
指
導
を
行
っ
た
の
か
具

体
的
な
説
明
を
。

副
町
長　

氷
川
町
立
神
峡
公
園

条
例
に
規
定
す
る
使
用
料
以
外
は
、

徴
収
し
な
い
こ
と
。
自
主
事
業
と

し
て
徴
収
し
て
い
る
管
理
料
２
０

０
円
は
利
用
者
に
誤
解
を
招
く
こ

と
と
な
る
た
め
徴
収
し
な
い
こ
と
。

こ
れ
ま
で
の
徴
収
分
に
つ
い
て
は

当
該
者
に
早
急
に
返
金
す
る
こ
と
。

物
品
販
売
等
、
施
設
使
用
料
に
上

乗
せ
と
誤
解
さ
れ
な
い
よ
う
、
販

売
し
ま
す
と
注
釈
を
追
記
す
る
こ

と
。
自
主
事
業
を
行
う
際
は
、
事

前
に
文
書
に
て
町
に
報
告
・
相
談

す
る
こ
と
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲

載
内
容
や
電
話
窓
口
対
応
な
ど
利

用
者
に
わ
か
り
や
す
い
説
明
と
対

応
を
心
が
け
る
こ
と
。
氷
川
町
立

神
峡
公
園
管
理
運
営
に
関
す
る
協

定
を
厳
守
す
る
こ
と
。
こ
れ
に
基

づ
き
、
指
導
内
容
が
完
遂
さ
れ
る

ま
で
、
副
町
長
を
は
じ
め
担
当
課

全
員
で
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

議
員　

今
回
の
指
定
管
理
者
の

騒
動
に
対
し
、
問
題
や
ク
レ
ー
ム

が
あ
っ
た
時
に
即
時
徹
底
し
た
指

導
を
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、
ま

た
指
定
管
理
者
は
町
か
ら
の
委
託

で
運
営
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、

経
営
者
で
は
な
い
と
自
覚
さ
せ
る

必
要
が
あ
っ
た
。
今
後
、
問
題
が

起
き
た
際
は
、
適
時
適
正
な
指
導

を
し
、
改
善
が
な
い
場
合
は
、
指

名
解
約
を
す
る
覚
悟
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
欲
し
い
。

町
長　

こ
れ
ま
で
以
上
に
指
定

管
理
者
と
行
政
の
連
携
を
密
に
し
、

条
例
規
則
の
細
か
い
部
分
ま
で
明

確
な
ル
ー
ル
を
作
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
ま
し
た
。
ま
た

こ
の
指
定
管
理
制
度
の
効
果
を
最

大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

 

T
S
M
C
工
場
建
設
に
伴

い
県
北
地
区
の
地
価
高
騰
。

通
勤
圏
内
の
立
地
を
活
か
し

空
き
家
を
解
消

議
員　

空
き
家
対
策
特
別
措
置

法
第
７
条
に
、
市
町
村
は
空
き
家

等
の
対
策
計
画
の
作
成
及
び
変
更
、

実
施
に
あ
た
り
協
議
を
行
う
た
め

の
協
議
会
を
組
織
す
る
事
が
で
き

る
と
あ
る
が
活
用
し
な
い
の
か
。

建
設
下
水
道
課
長　

空
き
家
対

策
を
行
う
上
で
協
議
会
は
重
要
で

あ
り
、
町
長
と
、
外
部
か
ら
有
識

者
で
、
司
法
・
行
政
書
士
・
弁
護

士
・
建
築
士
・
不
動
産
関
係
者
な

ど
、
構
成
に
つ
い
て
は
検
討
段
階

で
す
が
氷
川
町
空
き
家
対
策
検
討

委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

議
員　

空
き
家
対
策
で
、
定
住

移
住
者
を
増
や
す
。
住
む
場
所
を

確
保
す
る
。
そ
こ
に
空
き
家
対
策

を
実
施
す
る
補
助
や
地
方
交
付
税

制
度
の
拡
充
な
ど
の
施
策
が
あ
る

の
で
活
用
し
、
こ
れ
か
ら
空
き
家

を
解
消
す
る
チ
ャ
ン
ス
。
空
き
家

解
消
へ
向
け
た
情
報
の
提
供
を
所

有
者
に
し
て
欲
し
い
。

町
長　

空
き
家
対
策
は
以
前
か

ら
の
町
の
大
き
な
課
題
で
す
。
空

き
家
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
い

た
計
画
を
作
っ
て
は
と
の
質
問
を

受
け
ま
し
て
、
早
速
で
す
が
計
画

案
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
で

決
定
す
れ
ば
町
民
の
皆
様
に
も
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

飯田 健二 議員

Ｑ：指定管理者に適時適切な指導を 

Ａ： 指導内容が完遂するまで　　　　　　
選考委員で徹底して行います

立神峡

次
の
ペ
ー
ジ
は　

一
般
質
問

次
の
ペ
ー
ジ
は　

一
般
質
問
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次
の
ペ
ー
ジ
は　

全
員
協
議
会

一般質問

　

持
ち
込
み
ご
み
の
対
策
は

議
員　

令
和
６
年
３
月
末
日
を

も
っ
て
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

の
可
燃
物
ご
み
の
焼
却
が
終
了
す

る
と
直
接
持
ち
込
む
こ
と
が
出
来

な
く
な
る
と
困
る
人
が
出
る
の
で

対
策
を
求
め
て
い
た
が
検
討
は
さ

れ
た
か
。

　

粉
砕
機
無
料
貸
し
出
し
を
開
始

町
民
課
長　

可
燃
ご
み
の
持
ち

込
み
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
が
、
難
し
い
点
が
多
く
実

質
的
に
で
き
ま
せ
ん
。
持
ち
込
み

量
の
多
い
剪
定
枝
の
処
理
に
つ
い

て
は
粉
砕
機
の
無
料
貸
し
出
し
を

開
始
し
ま
し
た
。

議
員　

氷
川
町
は
ご
み
減
量
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
さ
ら

な
る
ご
み
の
減
量
化
の
取
り
組
み

の
考
え
は
。

町
民
課
長　

資
源
ご
み
の
回
収

強
化
策
と
し
て
、
令
和
５
年
度
か

ら
家
庭
か
ら
出
る
廃
食
油
、
ボ
タ

ン
電
池
等
４
品
目
を
増
や
し
ま
す
。

今
後
も
資
源
ご
み
の
回
収
品
目
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ご
み
を
財
源
に
す
る
取
組
み
を

議
員　

ご
み
の
分
別
を
徹
底
し

質
の
高
い
資
源
ご
み
を
生
み
出
し

て
収
益
化
に
取
り
組
む
自
治
体
が

増
え
て
い
る
。
鹿
児
島
県
大
崎
町

で
は
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
徹

底
し
て
、
そ
こ
で
得
た
財
源
を
活

用
し
「
奨
学
金
制
度
」
を
創
設
、

大
学
生
に
月
５
万
円
を
支
援
し
て

い
る
。
ま
た
、
和
歌
山
県
有
田
川

町
で
は
、
ご
み
の
分
別
収
集
を

徹
底
し
、
年
間
の
ご
み
処
理
費

3
2
0
0
万
円
業
者
に
支
払
っ
て

い
た
の
が
反
対
に
年
間
2
0
0
万

円
の
収
入
に
変
わ
っ
て
い
る
。

　

資
源
ご
み
の
マ
イ
ナ
ス
入
札
化

の
取
組
み
が
増
え
て
き
て
い
る
。

氷
川
町
も
マ
イ
ナ
ス
入
札
化
を
取

り
入
れ
て
は
ど
う
か
と
思
う
が
。

　

マ
イ
ナ
ス
入
札
化
考
え
る

町
民
課
長　

財
源
化
の
問
題
で

は
、
金
属
と
非
金
属
に
分
類
し
て

質
の
高
い
有
価
物
と
し
て
処
分
し
、

町
の
財
源
化
に
つ
な
が
る
よ
う
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
資
源
ご
み
の
マ
イ
ナ
ス
入

札
化
で
す
が
資
源
ご
み
の
分
類
の

精
度
を
高
め
る
こ
と
で
、
業
者
に

処
理
費
を
払
う
こ
と
か
ら
反
対
に

買
い
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
変
わ

る
も
の
で
す
。
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
減
量
化
を
す
す
め

　

委
託
料
の
減
額
に
つ
な
げ
る

町
長　

ご
み
の
減
量
化
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
進
ん
で

い
ま
す
。
減
量
化
宣
言
し
た
当
時

と
比
べ
る
と
15
％
の
削
減
が
で
き

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
上

を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
全
世
帯
で
ご
み
の

減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み

を
考
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
マ

イ
ナ
ス
入
札
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

ご
み
を
減
量
化
す
る
こ
と
で
ご
み

処
理
の
委
託
料
が
数
千
万
円
減
っ

て
き
ま
す
。
今
後
、
家
庭
用
の
廃

油
の
収
集
を
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
に

行
う
よ
う
に
し
ま
す
。
し
っ
か
り

と
周
知
し
、
ご
協
力
を
頂
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

敬
老
会
は

　

2
会
場
で
の
開
催
を

議
員　

町
主
催
の
敬
老
会
が
竜

北
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
会
場
へ
行
く
の
に
大
変
と

い
う
声
が
あ
る
。
元
の
よ
う
に
宮

原
地
区
竜
北
地
区
と
２
会
場
で
の

開
催
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

 

2
会
場
開
催
は
検
討
し
て
い

な
い

福
祉
課
長　

会
場
へ
の
交
通
手

段
と
し
て
、
宮
原
地
区
で
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
２
台
を
運
行
し
、
現
在
で

き
る
最
大
限
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
予
算
を
最
大
限
効
果

的
に
活
用
す
る
た
め
、
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
と
協
議
を
行
い
１
会
場

に
し
て
い
ま
す
。
２
会
場
で
の
開

催
は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

吉川 義雄 議員

Ｑ：ごみの分別徹底で、収益化・財源強化の
　　取り組みを

Ａ：資源ごみの分類精度を高め、　　　　　
マイナス入札化の取り組みを進める

粉砕機

ガソリン式 電動式

主な議会活動日誌 11月～1月
月　日 行　事　内　容

10月23日
～11月22日 八代生活環境事務組合議会定例会

11月  1日
～11月24日 八代広域行政事務組合議会定例会　　　　　　

11月  3日 氷川町文化祭芸能発表

11月  5日 「道の駅」竜北ウォーキング2023

11月  6日
～11月14日 熊本県人ペルー移住120周年記念式典

11月  9日 消防団非常招集訓練巡視

11月10日
12月14日
 1月19日

監査 例月現金出納検査

11月12日 婦人会カローリング大会

11月20日
11月30日
12月  4日

議会運営委員会

11月21日 三沢市議会広報公聴委員会視察受入れ

12月  2日 常葉保育所発表会

12月  3日 福祉大会

12月  7日
～12月15日 12月定例会

12月12日 宮原小学校創立150周年を祝う会

12月14日 氷川町防犯パトロール推進大会

12月21日
～ 1月29日 議会広報調査特別委員会

12月27日 香港向け晩白柚出発式

12月28日
12月29日 消防団年末警戒激励

 1月  3日 氷川町二十歳の集い

 1月  4日 新春まちづくり懇談会

 1月  7日 大空町「ふれ愛スタディ in 氷川」教育懇談会

 1月11日 ペルー平岡八重子会長来町対応

 1月21日 氷川町出初式

 1月26日 氷川町議会臨時会

 1月26日 氷川町商工行政懇談会

消防団年末警戒激励

「道の駅」竜北ウォーキング2023

氷川町二十歳の集い

平岡八重子会長
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議会各委員会の正副委員長が決まりました。
　
氷
川
町
議
会
構
成
が
変
わ
り
、
議
会
運
営
委
員
会
、

総
務
文
教
常
任
委
員
会
、
産
業
建
設
厚
生
常
任
委

員
会
、
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
の
正
副
委
員

長
が
正
式
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

（
◎
委
員
長

　
○
副
委
員
長
）

議
会
運
営
委
員
会

　
◎
松
田

　
達
之
議
員

　
　
○
片
山

　
裕
治
議
員

　
　
上
田
　
健
一
議
員
　
　
　
木
下
　
　
厚
議
員

　
　
西
尾

　
正
剛
議
員

　
　
　
吉
川

　
義
雄
議
員

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
◎
長
尾
憲
二
郎
議
員

　
　
○
木
下

　
　
厚
議
員

　
　
片
山
　
裕
治
議
員
　
　
　
清
田
　
一
敏
議
員

　
　
三
浦
　
賢
治
議
員
　
　
　
吉
川
　
義
雄
議
員

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会

　
◎
上
田
　
俊
孝
議
員
　
　
○
飯
田
　
健
二
議
員

　
　
上
田

　
健
一
議
員

　
　
　
西
尾

　
正
剛
議
員

　
　
松
田
　
達
之
議
員
　
　
　
米
村
　
　
洋
議
員

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
◎
吉
川

　
義
雄
議
員

　
　
○
長
尾
憲
二
郎
議
員

　
　
飯
田

　
健
二
議
員

　
　
　
清
田

　
一
敏
議
員

全員
協議会

空家の解消と発生防止のため
「氷川町空家等対策計画」

が策定されました
　令和５年12月定例議会終了後に、議会全員協議会

が開催され、「氷川町空家等対策計画」の策定につい

て建設下水道課から内容の説明を受けました。

　この「氷川町空家等対策計画」は、地域住民の住環

境に影響を及ぼす可能性のある空き家や、管理されて

いない空き家の解消と発生を予防することを目的に策

定されました。

　担当課から説明を受け協議しました。議員から「現

在の町内の空き家は何件あるのか」、「空き家の所有者

は把握できているのか」また、「計画を進めていくう

えで、相談会や専門窓口を設けるべきではないのか」

などの意見が出ました。

　担当課から「町内には令和４年度の調査時点で243

件の空き家がある。うち、管理がなされていないと思

われる物件が30件あり、所有者の調査まで実施して

いる。計画に基づき空き家等対策に取り組む。」と答

えがありました。

ペルー共和国

　令和5年11月6日から14日まで、熊本県人ペルー移住120周年記念式典出席のため、藤
本町長・職員2名と共にペルー共和国を訪問しました。
　ペルー移住120周年記念式典では、故平岡カルロス千代照氏へ氷川町名誉町民称号、
町民栄誉賞を授与し、熊本県人会や関係諸団体との交流を深めてきました。

※ 訪問日程 ※
11月 6日　熊本出発→ペルー共和国へ
   　  8日　ラ・ウニオン70周年記念式典
                日秘協会会長表敬訪問
                故平岡カルロス千代照氏胸像除幕式
   　  9日　在ペルー日本大使館表敬訪問
   　10日　熊本県人ペルー移住120周年記念式典
                名誉町民称号及び町民栄誉賞授与
      11日　 県費留学生・研修生OB/OG協会青

年部意見交換会
　　　　　ジャパンフェスティバル「MATSORI」等
   　12日　熊本県人会会長御夫妻主催交流会
   　13日　ペルー出発→帰路熊本へ

　今回の訪問は、米村洋議長の代理で行きました。故平岡カルロス千代照
氏の偉業と子息の平岡ルイス氏の氷川町への多大な業績に応えるために、
氷川町議会としての記念品を届けてきました。今後、氷川町とペルー熊本
県人会との交流がますます発展していくことを念願しています。

　熊本県人ペルー移住120周年記念
式典に参加しました。在ペルー大使
をはじめ、多くの外交官も出席され
たなかで、藤本町長が祝辞を述べま
した。また、故平岡カルロス千代照
氏への名誉町民称号及び町民栄誉賞
の授与が行われました。

南米ペルー訪問記 氷川町議会議員

片山裕治

氷川町議会より記念品を贈呈

故平岡カルロス千代照氏胸像前

サンホヤ　テ　モンテリコ学校
（くまモンショー）

氷川町議会議長代理あいさつ平岡ルイス名誉会長・藤本町長と

次
の
ペ
ー
ジ
は　

ひ
と
・
編
集
後
記
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今
年
の
正
月
、
家
族
が
団
欒
を

し
て
い
る
さ
な
か
、
テ
レ
ビ
に
突

然
、
能
登
半
島
地
区
で
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
と
の
画
面
が
、
実
際

の
揺
れ
て
い
る
場
面
、
そ
の
後
も

悲
惨
な
状
態
に
な
っ
た
場
面
や
津

波
が
押
し
寄
せ
る
場
面
を
見
て
８

年
前
の
熊
本
地
震
を
思
い
出
し
て

い
ま
し
た
。

　

災
害
に
遭
わ
れ
て
、
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
に
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
あ
げ
ま
す
。
我
が
国
は
、
地
震

の
災
害
大
国
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
い
ざ
と
言
う
時

の
た
め
、
災
害
グ
ッ
ズ
を
揃
え
ま

し
ょ
う
。
今
回
の
事
で
、
改
め
て

避
難
場
所
、
避
難
ル
ー
ト
等
も

マ
ッ
プ
で
確
認
を
願
い
ま
す
。
能

登
地
区
の
早
い
復
興
を
国
の
力
で

成
し
遂
げ
て
頂
く
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

 

（
長
尾
憲
二
郎
）

発
行
責
任
者　

　

氷
川
町
議
会
議
長

 

　

米
村　
　

洋

編
集

　

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

 

委
員
長　
　

吉
川　

義
雄　
　

 

副
委
員
長　

長
尾
憲
二
郎

 

委　

員　
　

清
田　

一
敏

 

飯
田　

健
二

ひ
と

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
昨
年

10
月
氷
川
町
網
道
地
区
に
「
い
ち

も
り
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
業

し
ま
し
た
一
森
で
す
。

　

私
は
、
竜
北
で
10
年
ほ
ど
歯
科

医
院
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

し
た
。
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
仕
事

を
し
て
来
ま
し
た
が
、
こ
の
地
区

の
人
は
み
な
さ
ん
良
い
人
達
で
す
。

い
ろ
ん
な
事
を
教
え
て
も
ら
っ
た

り
、
助
け
て
頂
い
た
り
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
近
所
の
人
の
誘
い
で

川
に
し
じ
み
取
り
に
行
っ
た
事
も

あ
り
ま
す
。
本
当
に
良
く
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
の
医
院
が
手
狭
に
な
っ
た

事
と
駐
車
場
が
狭
か
っ
た
の
で
、

移
転
し
新
し
く
開
院
し
ま
し
た
。

氷
川
町
の
た
め
に
も
っ
と
何
か
出

来
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
歯
科
は
予
防
が
中
心
に

な
っ
て
い
ま
す
。
歯
が
悪
く
な
っ

て
か
ら
で
は
な
く
悪
く
な
る
前
に

と
言
う
こ
と
で
す
。「
歯
科
検
診
」

が
制
度
化
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が

昨
年
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
歯

の
検
診
を
行
い
悪
く
な
ら
な
い
よ

う
に
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
は
、
子
ど
も
の
虫
歯
を
も
っ

と
減
ら
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
の
歯

の
治
療
は
、
歯
が
悪
く
な
れ
ば
歯

を
抜
い
て
入
れ
歯
と
い
う
の
が
主

流
で
し
た
が
「
８
０
２
０
」
の
取

り
組
み
も
あ
り
、
歯
を
残
す
治
療

に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

歯
は
大
事
で
す
。
歯
の
治
療
は

後
回
し
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
き

ち
ん
と
し
て
お
か
な
い
と
肺
炎
な

ど
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
歯
を
守
る
た
め
に
は
情
報
発

信
も
大
事
で
、
正
し
い
知
識
が
あ

れ
ば
歯
は
守
れ
ま
す
。

　

今
は
熊
本
市
川
尻
か
ら
通
っ
て

来
て
い
ま
す
が
、
将
来
は
医
院
の

近
く
に
住
居
を
構
え
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
の
時
期
マ
ラ
ソ
ン

を
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
周
辺
の

景
色
が
大
好
き
で
す
。

　

地
域
の
た
め
に
益
々
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

プロフィール
一森康男　47歳　熊本市出身
大阪大学大学院卒業
いちもり歯科クリニック院長・歯学博士
　　氷川町網道287－8
　　　℡0965-52-8020

もっと地域のために

一
いちもり

森 康
やす

男
お

さん

いちもり歯科クリニック（東網道）

　院長・歯学博士

移転新装オープン

編
集
後
記

診療時間　午前 9：00～13：00　午後 14：30～19：00
水曜・土曜　午前 9：00～13：00　休診日（日・祝日）


